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　世界中で今も読まれつづけている絵本『マックスとモーリッツ』（Max　und　Moritz，1865）は日本
でもよく知られている。しかし，作者のヴィルヘルム・ブッシュ（Wilhelm　Busch，1832～1908）に
ついてなにも知らない人は意外に多いのではないだろうか。彼はほかにもいくつかの絵物語を書き，
その作品は当時としてはなかなかの売れ行きを見せていた。それどころか今日でも出版され続けてい
るものが少なくない。しかし，ブッシュはもとから絵物語作家だったわけではない。彼はまず『ブ
リーゲンデ・ブレッター』（Fliegende　Blatter，1844～1944）という絵入り風刺雑誌に作品を載せて
いた。最初のころにこの雑誌でもらっていた仕事は，小さな一枚の戯画にすぎなかった。だがその一
枚の戯画こそ，やがてブッシュが絵物語作家になる出発点だった。彼が『フリーゲンデ・ブレッター』
と出会っていなけれぽ，ひょっとすると『マックスとモーリッツ』は存在しなかったかもしれないの
だ。いわぽこの風刺雑誌は，絵物語作家ブッシュのルーツだと言うこともできるだろう。そのためブ
ッシュと『フリーゲソデ・ブレッター』との関係について知ることは，彼の作品を研究するうえでた
いへん重要なことと考えられる。
　そもそも『フリーゲンデ・ブレッター』とはどのような雑誌だったのだろうか。そしてブッシュが
この雑誌と出会ったきっかけは何だったのだろうか。さらにその仕事ぶり，作品はいかなるものであ
ったのだろうか。
　19世紀前半のヨーnッパでは，フランスの『シャリヴァリ』，イギリスのrパンチ』に代表される
ようなイラスト入り風刺雑誌が出版されていた。ドイツでもこの二紙のあとを追って1844年，ミュ
ンヘンで風刺雑誌が産声をあげた。この週刊誌はドイツ市民の絶大な人気を得て，その後長く読まれ
続けることになる。それこそブッシュが活躍した『フリーゲソデ・ブレッター』であった。ドイツで
は1848年，ベルリンで起こった暴動をきっかけに三月革命が起こった。この自由主義者主体の革命
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は，フランクフルト国民議会を発足させ，プロイセン王に憲法発布を約束させることに成功した。し
かし結局ドイツ統一の夢は叶えられず，自由主義も実際には実現されずに終わった。とは言うものの
『フリーゲンデ・ブレッター』の発刊はこのようなドイツの政治状況と無縁とは言えない。自由主義
が高まりつつある革命前のドイツでこそ，政治や社会を風刺する意味があったのだ。三月革命のの
ち，検閲が再び厳しくなったため誌上から政治的な作品が減少する時代もあったが，社会風刺の精神
は保たれ続けた。
　この週刊誌を出版したのはミュンヘンのブラウン・ウント・シュナイダー社だった。この出版社は
名前のとおり，版画家カスパール・ブラウン（Kaspar　Braun）と書籍商フリードリヒ・シュナイダー
（Friedrich　Schneider）によって創設された。『フリーゲンデ・ブレッター』では木版画が文章と同等，
もしくはそれ以上の存在感を持っている。このことについてはブラウンに寄るところが大きい。ブラ
ウンはもともとミュソヘンのアカデミーで絵画を学んでいたが，卒業後は木版画を学ぶためパリへ渡
った。そこで彼は工房で二年間修行を積んで，木口木版画を習得して帰郷する。当時ドイツではすで
に木版画はすたれ，イラストの複製にはたいてい銅版画が使われていた。しかしイギリスでトマス・
ビュイック（Thomas　Bewick）が開発した木版技法が，再び木版画をよみがえらせることになる。
それまでは木版画は線が粗く，細かい絵を印刷することは不可能だったが，木口木版画ではその欠点
が改善され，しかもコストの低下，さらに大量印刷を可能にした。ドイツでは『フリーゲンデ・ブレ
ッター』に先んじて，ライプツィヒのJ．J．ヴェーバー社が木版画によってrプフェニッヒ・マガジ
ン』や『ライプツィヒ・イラスト入り新聞』を出版して成功をおさめていた。そのためブラウンが木
版技術を身につけていることは，ブラウン・ウント・シュナイダー社にとって重大なことであった。
　こうして1844年11月7日『フリーゲンデ・ブレッター』は誕生した。ブッシュのほかにフランツ・
グラーフ・ポッチ（Franz　Graf　Pocci），カール・シュピッツヴェーク（Car1　Spitzweg），モーリッツ・
フォン・シュヴィント（Moritz　von　Schwind）など，多数の画家，作家がこの風刺雑誌に作品を寄
せた。1870年には14000部，1887年には85000部という発行部数が，この週刊誌の人気ぶりを物語っ
ている。そして第二次大戦中の1944年9月に廃刊されるまで，『フリーゲソデ・ブレッター』は約
100年ものあいだ，読者を存分に楽しませたのだった。
　1854年11月，22才のヴィルヘルム・ブッシュはミュンヘンの王立美術アカデミーに入学する。こ
のニーダーザクセン出身の若者は，もともと父親のたっての希望で技師を目指して技術学校に通って
いた。しかしどうしても画家になる夢を捨てきれず，デュッセルドルフ，続いてアソトワープで絵画
を学んだ。その後アントワープでチフスにかかったブッシュは，しばらく故郷での静養生活を余儀な
くされる。そして1年半のブランクを経て，再び絵を学ぶために選んだところが芸術都市ミュソヘ
ンだった。しかし再出発をはかって入学した芸術アカデミーは，ブッシュの期待を見事にぶちこわし
た。だんだんと学校から離れていった彼は，このころ若い芸術家たちのグループ「若きミュンヘソ」
（Jung－MUnchen）を知るようになる。この集団は1853年秋にアカデミーの若い学生たちによって創
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Es　war　ein　kalter　regnerischer　Abend，　a！s　der　Stadt5（lhreiber
Dr6ge　aus　dem　Wirtshau5e　trat．5einen　Regenschirm　auf・
spannte　und，　da　seine　Wohnung　ganz　am　Ende　der　Stadt　lag，
mit　eiligen　5（hritten　sich　auf　den　Heimweg　maとhte．　Schon　hatte
er　den　grδ9ten　Tei1　des　Weges　zurlickgelegt／da＿p1δ士zlich＿
廿berkam　ihn　jenes　sonderbare　unbehagli〔he　Gef廿hl，面elches
den　Menschen　zu　befallen　pHegt，　wenn　er　glaubt，　etwas　ver・
ge55en　zu　haben．　Ja．　es　fehlte　ihm　etwas∫er　mu8te　etwa5　ver・
gessen　haben　und　wu露te　doch　nicht　was．　Daβer　aber　etwas
vergessen　hatte，　das　wuBte　er　ganz　genau，　denn　al5　er　ins
Wirtshaus　gegangen，　hatte　er　etwas　unter　dem　Arme　getragen．
－Unser　stadts〔ihreiber　ents（hlieBt　siCh　kurz∫er　geht　wieder
zur費（k、　das　Vermigte　zu　su（ihen，　In　der　Nlihe　des　Wirtshauses
h6rt　der　Regen　auf，　und　der　Stadtschreiber　1（lappt　infolgedessen
seinen　Regenschirrn　zu．－Nicht　lange，　so・verspUrt　er　einen　ge・
wi55en　Gegen5tand　unter　seinem　Arme，　der　e5　ihm　auf　ein．
mal　klarma（，ht／daB　er　eigentliCh　nichts　vergessen　als　dieゴ：daB
es　bei　seineゼEinkehr　ins　Wirtshaus　nicht　geregnet　und　er　also
zu　der　Zeit　denselben　Gegenstand　unter　dem　Arme　getragen
hatte，　den　er　ietzt　darunter　trug，　namlich－den　zugeklappten
Regenschirm．
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られたもので，”beim　Kappler“という居酒屋でしばしぼ会合を行っていた。
もちろん会合といっても生真面目なものではなく，気の置けない仲間同士の楽しく陽気な集いだっ
た。メンバーのなかにはブッシュと親しくなり，のちに『敬度なヘレネ』（Die　fromme　Helene，
1872），r神父フィルツィウス』（Pater　Filucius，1872）といったブッシュの代表的な絵物語を出版し
たオットー・バッサーマソ（Otto　Bassermann）もいた。まもなくブッシュも「若きミュンヘソ」の
正式な一員として迎えられた。
この「若きミュソヘン」では会員同士で互いに，滑稽な詩で椰楡しあったり，戯画によって茶化し
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あうことが頻繁に行われていた。この芸術家グループは会報も出していて，そこに掲載されたブッシ
ュの戯画や詩はとくに評判だった。しかしこのとき彼は，まさかこのことがきっかけとなって自分の
一生が決まるとは思いも寄らなかっただろう。「若きミュンヘン」には正式なメンバーではないが，
一人のみんなより年長の男がときおり顔を出していた。この男こそrフリーゲンデ・ブレッター』の
共向出版者カスパール・ブラウソだった。ブラウソはいち早くブッシュのカリカチュア作家としての
優れた才能に目を付け，ブッシュに自分の週刊誌への協力を持ちかけた。
　ブッシュがはじめて『フリーゲソデ・ブレッター』に原稿を送ったのは1857年11月5日のことで
あった。それは，『熱狂的な忠誠』（Enthusiastische　Huldigung），『物忘れのひどい市書記』（Der
vergeGliche　Stadtschreiber）（図1，　S．　77），『厳しい冬』（Der　harte　Winter）の三作品で，このうち
r物忘れのひどい市書記』がブッシュの作品としては初めて，1859年の705号に掲載された。このと
きからブッシュは仲間を喜ばせるだけの素人作家から，プロの作家としての活動を開始する。この道
はやがてあの『マックスとモーリッツ』を生み出す「絵物語作家ブッシュ」へと通じているのだが，
同時に，画家を目指していた本人の意志に反するものでもあった。
　ブッシュは1858年に初めて原稿を送ってから，1871年のrせっかちな酔い』（Der　hastige　Rausch）
までおよそ13年間にわたって『フリーゲンデ・ブレッター』の仕事を請け負ってきた。その作品総
数は100作を越えている。年ごとの掲載数についてはつぎのようになっている。
1859年
1860年
1861年
1862年
1863年
1864年
1865年
???????? ? ????」1866年
1867年
1868年
1869年
1870年
1871年
???????←? ? ? ???
　初めて作品が登場した1859年は19作が，翌年の1860年には早くも30作が誌上に載っている。この
急激な掲載数の増加は，彼の作品が出版者に高く評価され，また同時に，はやぼやと読者の好評を得
たことを表している。ブッシュはたった二年間たらずで，売れ筋の週刊誌で花形作家になってしまっ
た。その後彼の作品は1863年まで，毎年少なくとも20作は掲載された。この初めの5年間が，rブ
リーゲンデ・ブレッター』でブッシュが最も活躍した時期となった。
　最初の五年間が過ぎた1864年，ブッシュの作品数が急激に減少する。1871年まで，誌上には一年
に多くても2回しか作品が見られない。それどころか，まったく寄稿をしていない年もある。ブッ
シュは読老に飽きられてしまったのだろうか。その可能性はきわめて少ない。掲載数が激減した
1864年以降，rフリーゲンデ・ブレッター』に載ったブッシュの作品はどれも複数のページにまたが
っている。編集社が不人気な作家にこのような待遇をとることは，まず考えられない。また，ブッシ
ュが『マックスとモーリッツ』を描き，絵物語作家として名前を広めていくのはこのころで，ちょう
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ど上り調子のときだったのではないだろうか。ブッシュの人気が衰えなかったとすれぽ，『フリーゲ
ソデ・ブレッター』と疎遠になった原因として，ほかに考えられることは出版社とブッシュとの関係
である。
　ブラウン・ウント・シュナイダー社での仕事は，ブッシ＝の成長にとって確かに重要な意味をもっ
ていた。だが，ブッシュのようなrフリーゲンデ・ブレッター』の人気作家でも，金銭面での待遇は
決して良いものとは言えなかった。なぜならいくらたくさんの原稿を描き，世間で高い評判を得て
も，報酬をもらうのはたった一回，出版社が原稿を買い取るときだけであった。一度ひとつの作品に
金額を支払えぽ，出版社はそれを無料でいくらでも利用することができたのだ。しかも一度きりの支
払い金額も決して多いとはいえなかった。ブラウソ・ウソト・シュナイダー社では風刺雑誌のほか
に，ミュンヘソー枚絵（MUnchner　Bilderbogen）という人気シリーズを出版していた。これは一枚
の紙に絵物語を印刷したものである。たいへんな売れ行きを記録した一枚絵はrフリーゲンデ・ブレ
ッター』とならんで出版社の二大柱だった。雑誌のほうに載った作品のうちとくに好評を得たもの
が，ミュンヘソー枚絵として再び市場に出回ることは珍しくなかった。そのため出版社は良い作品な
らぽ何度も印刷を繰り返した。とくにブッシュの一枚絵は売れ行きが良かったので，ブラウン・ウソ
ト・シュナイダー社にとっては好都合であったが，作家自身に改めてその利益が入ることはなかっ
た。当時，ドイツに存在したほかの出版社でも条件は同じだったかもしれない。しかし，ブッシュに
はそうは思えなかったようだ。rマックスとモーリッツ』は最初に彼が売り込んだ出版社に断られた
ため，ブラウン・ウソト・シュナイダー社に捨て値で売ってしまったが，ブッシュの新しい絵物語は
その後ほとんどが，友人が経営するバッサーマン社など，別の出版社から売り出されることになった。
　ブッシュの作品は『フリーゲンデ・ブレッター』のなかで，どのような位置を占めていたのであろ
うか。初めて彼の作品が載った1859年705号の構成はつぎのようなものだった。
1～4ページ途中まで…続きものの短編小説。
4ページ　　　　　…短い文章がついた一枚構成の戯画。
5ページ途中まで　…　　　　　〃　　　　　　　が二つ。
5～6ページ途中まで…挿絵がついた短い詩。
6ページ　　　　　…短い文章がついた一枚構成の戯画が三つ。
7ページ　　　　　…　　　　　〃　　　　　　　が三つ。
7途中～8ページ　　…　　　　　　〃　　　　　　　が三つ。
　このなかでブッシュの『忘れっぽい市書記』は7ページ目の右半分に掲載された。雑誌の構成は
発刊当時と比べるとほとんど変わっていない。短編小説はたいてい1ページ目に掲載され，二号，
三号に渡っ七続くものが多かった。その内容は奇想天外な話，冒険談，心温まる話などで，最後は喜
劇的な結末を迎えることになっていた。また，このような短編小説には文章だけでなく必ず挿絵がつ
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いていた。そして残りのページのほとんどは，上記のような戯画が占めていて，『フリーゲンデ・ブ
レッター』の中心となっていた。ときおりこのなかにクイズや判じ絵が加わることもあった。705号
はたまたま一枚構成のものしか掲載されていないが，当時のrフリーゲソデ・ブレッター』では複数
の絵から構成されているものも見受けられる。また，文章がなく絵しかない作品も珍しくはなかっ
た。しかし，これは物語というよりも，ただ関連のある絵を並べただけで，ブッシュがのちに描い
た，テキストのない絵物語とは趣が異なっている。また，戯画のなかには好評を得て，シリーズ化さ
れるものもあった。ブッシュがこの雑誌に寄稿をし始めた当初は，主に「短い文章がついた一枚構成
の戯画」を受け持っていた。そうやって出版社は新人の力量を測っていたのであろう。
　まもなくブッシュの「短い文章がついた一枚構成の戯画」は誌上から姿を消していった。かわって
雑誌には，彼の絵物語が載るようになった。そして最初の頃のような小さなスペースではなく1，2
ページがまるごとブッシュの作品にあてられた。このようなことは限られた作家にしか許されていな
かった。ここから，掲載数の減少があったにもかかわらず，彼が『フリーゲンデ・ブレッター』の中
心的な存在であったことが分かる。
　さて，ブッシュの作品がrフリーゲソデ・ブレッター』に掲載されるまで，どのような過程を経て
いたのだろうか。まずブッシュが原稿を描いて出版社に送る。つぎに出版社がそれを採用するかどう
か決定する。ここで出版社から作者に変更についての注文がでたり，両者のあいだで相談が行われる
こともある。さあ，作品の完成という段階にいたったとき，ブッシュには自分の作品を印刷してもら
うために，絶対にしなくてはならない最終工程が残っていた。彼の作品は1875年まで木版によって
複製されていた。木版印刷には当然，版木が必要になる。ブッシュのような画家たちは，自分の絵を
ブナ材の版木の表面に，しかも木版師のためにわざわざ左右逆にして描き写さなけれぽならなかっ
た。ブッシュがブラウン・ウント・シュナイダー社に宛てた手紙からその様子をうかがうことができ
る。「『床屋』の版木をありがたく受け取りました。明日最後の版木に絵を描きます。r名手』の版木
をデソテンドルファー氏がすぐに仕上げてくれるとよいのですが。そしてあなたがその版木をできる
だけ早くわたしに送っていただけると幸いです。」1文面のデッテソドルファーという人物は，ブナの
版木を作家に納入する仕事をしていた。版木に下絵が描き写されると，こんどは木版師が下絵にそっ
て彫ることになる。しかしこの段階でしぼしぼ厄介事が生じていた。木版師たちが，かってに下絵の
線を省略したり，また線を誤って彫ったりすることが日常茶飯事だったのだ。ブッシュ研究家で，
19世紀に詳しいゲルト・エーディングはその様子を次のように説明している。「ブッシュの書簡がそ
のような訂正作業の例を，同時に，形式的に行われる作業への嘆きを（『あの言い表せないほど退屈
な線がつねに繰り返される。その線は一人の人間の喜びをほとんどすべて台なしにするのだが，変更
することはできないのだ。なぜってそれを実行した人を変えることができないのだから。』），また，
過度の間違った解釈への嘆きを（『そこにある表現はテキストが意味していることとまったく逆なの
で，』）よく示している。」2このように無残にも自分の大事な絵が損なわれたとしても，画家は文句を
言うことができず，ただ泣き寝入りするしかなかった。『フリーゲンデ・ブレッター』のために描か
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れた原稿の下絵と，実際に掲載されたものを比べれぽ，その違いは明らかである。ここでr虫歯』
（Der　hohle　Zahn，1862）を例にとってみよう。図2のうち左は下絵（S．1042），右は実際に刷られた
もの（S．1019）だ。下絵には料理からおいしそうに湯気があがっているが，右の絵にはそのような
ものはまったく見られない。ざっと見たところではだいたい同じような絵に仕上がってはいるが，細
かい点を見てみるとたくさんの相違が容易に分かるだろう。このような食い違いは木版が使用されて
いるあいだ，ブッシュの名前が世間に広く知られるまで続いた。
　ブラウン・ウント・シュナイダー社は，あらかじめできあがった文章を提示し，それに見合った挿
絵を依頼することもあった。ブッシュも『フリーゲンデ・ブレッター』と関わりはじめた当初は，し
ぽしぼそのような仕事をしていた。しかし，この作業が彼には気に入らなかった。ブッシュは自伝に
こう書いている。「たびたび，やむを得ぬときには，自作のテキストのほかに，他人のテキストにも
挿絵をつけていた。しかしまもなく全部自分でやらなくてはいけないと考えた。」3なぜ，彼は文章も
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自作でなくてはならないと思ったのだろうか。その答えはブッシュの創作方法にある。彼は雑誌に最
後の作品を載せた1871年，手紙のなかでつぎのように言っている。「わたしはいつもまず一番に絵
を，それからはじめて言葉を考え出すことを長く習慣としてきた。そのため，たびたび，ブラウン・
ウント・シュナイダーのもとでも，他人が書いた原稿に挿絵を描くことを断っていた。」4ブッシュに
とって絵は，文章より先に生み出されるものだった。そのため既存の文章にイラストを描くことは彼
の創作方法に反することになる。ブッシュは単なる挿絵画家ではなかった。やがて彼が他人のテキス
トに絵をつけた作品は減り，完全にオリジナルな作品の割合が増えていく。rフリーゲンデ・ブレッ
ター』では1863年を最後にこのようなブッシュと「他人との共作」は姿を消した。
　しかしもしも，ブッシュの手によるテキストが無味乾燥なもので，読者を退屈させていたなら，出
版社が彼に文章を書かせ続けるはずはない。ブッシュはじっさい絵だけでなく，文章を書くことにも
優れていたのだ。最初は散文が多かったが，やがて韻文が増えていった。フリードリヒ・ボーネはそ
の文章について述べている。「彼は練り上げられた散文のテキストを産み出した。彼はあらゆる慣用
の韻律に通じていた。彼にはいくつもの思いつきがあったのだ！ブッシュが作ったものは，つねに独
特な調子を持っていて，それはすでに使い古された模範を利用している箇所でもだった。例えぽ，二
重の意味を持った一つの言葉を使ったり，読者の想像力を意図的に誤解へと誘導したり，ちっぽけな
ことに対して大袈裟な響きを持たせたり，大道歌手調の歌謡やそのほかさまざまなものを用いたりし
た。」5例えぽ1861年の784，785，786号に連載されたr博物学のアルファベット』（Natur－
geschichtliches　Alphabet）（図3，　S．111）はブッシュの文章がその絵と絶妙なコソビネーションを見
せている。この作品はアルファベットにしたがって，動物をおもしろおかしく描いたものである。ブ
ッシュはここに絵にまけないくらい，こっけいな文章をつけた。
　ブッシュは自分の絵に韻律，脚韻が見事にそろった二行詩をつけることが多かった。彼が韻律にた
けていたのは，たんに才能からきているのではない。彼は大家族の長男で，家計を助けるために叔父
で神父のゲオルク・クライネのもとに預けられていた。このときクライネから習った詩学が，のちに
ブッシュの作品のなかで生かされることになった。
　ブッシュがいかにテキストを書くことに優れていたと言っても，彼の一番の魅力はなんといっても
その「絵」にある。もちろん『フリーゲンデ・ブレッター』に作品を載せ始めたときから，『マック
スとモーリッツ』のような熟達した絵物語作家の力量を持っていたわけではなかった。ヨハン・クラ
ウスが「後の絵物語の絵と比較してみると，登場人物たちはまだ，実物に基づいてかなり詳細に描か
れている。簡潔な線の巧妙さと，省略という技にブッシュはまだ達していなかった。」6と述べている
ように，彼の技術は最初はまだ発展途上にあった。このことは実際に初期の作品と後の作品を見比べ
てみれぽよく分かる。
　左は『いかにして夫が家の鍵を請う方法を学んだか』（Wie　der　Mann・um　den　HausschlUssel　bitten
lernt），右は『めがね』（Die　Brille）のひとコマである。両方とも夫の傲慢から夫婦ゲンカがはじま
り，最後は妻の勝利に終わる。夫が妻に許しを請うという同じ場面でも，先に描かれた左のほうは，
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A　蟻塚には蟻が群がっている，／猿はけっしてカビが生えたものを食べない。
B　ミツバチは勤勉な動物で，／熊にとっては愉快なものだ。
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線がひじょうに細かい。あとに描かれた右の絵は線が粗くて，左の絵と比べるとかなり簡略化されて
いる。ブッシュは簡潔に描くこと，微細に描かないことにとりわけ意識をおいていた。『フリーゲン
デ・ブレッター』より遅れて1848年にベルリンで発刊されたイラスト入り風刺雑誌rクラデラダッ
チュ』（Kladderadatsch）について評したさいに，戯画にたいするブッシュの哲学が語られている。
「クラデラダッチュに掲載されたカリカチュアは本来はカリカチュアではない。それらあまりにも写
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一123一
??
Dヒr　りtτ6【』li「f）曜　 ，sじri願巳両．
【LT亡いm・um　G・lt　fc“1く閂・軟川eCtt　itt　bく【廟いくiしく℃・
．c　’rltl覧iしilv・lrtic聖lc1lt6ctt，騒巴11塾1・曜“婦晦ligh！“両壁ltt・
i【ir竃tτ　　 働轟「邑‘，　　価南　　 Ilod，　　‘i鵬1亡　　篭1i聖、亀富rr‘　　噛聖■罵三」【三亜1覧b‘lL・
ノ璽　
　　、　’・い＼．＼麟　　 ・
く＼
、
ミ・
．§：t
1
?
L
1
1
’
?、?，」
??、
??
E
：＼．〈　iti”
゜． 狽u
???
’b。r駅τ臼巴b［lajt　Mtrf“雨．
．ー
偽
s・K
N＼
＼
、、
?「
藤
〃嘱
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真に基づいて作られている。作家はこのことにあまりに多大な苦労をしている。魂のこもったカリカ
チュアでは，要点がきわめてわずかな手段で描写されなくてはならない。」7『フリーゲンデ・ブレッ
ター』はブッシュにとって修行の場であったとも言えよう。この雑誌の仕事を通じて，彼は著名な絵
物語作家になるため力量を身につけていった。
　ブッシュは文章も絵も自分で担当するようになったが，それで満足することはなかった。ブッシュ
はやがて，ごくわずかな言葉しか持たない，もしくはまったく言葉を持たない絵物語を描くようにな
る。それらはたとえ文字がまったく無くても，その絵を追っていくだけで誰もが自然に物語を理解す
ることがでぎた。例えぽ図5（S，324，325）に示した『フリーゲンデ・ブレッター』1121号掲載の
『むなしい試み』（Der　vergebliche　Versuch）を見てみよう。当時の人々だけでなく，今日のわたし
たちでさえもその絵を簡単に「読み取る」ことができる。じつはブッシュの絵物語はつねに「分かり
やすく，理解しやすい」ものだった。しかもブッシュはそれを，できるだけ省いた線によって見事に
成し遂げた。しかし文章を使わず，しかも極度に簡略化された絵のみによって読者に意味を理解させ
るには，．Lうぜん描くということに長けていなければならない。これにはおそらく，彼が美術学校で
絵画の基礎を学んだことと無関係ではないだろう。ブッシュが持つ優れた描写能力は，『フリーゲン
デ・ブレッター』のなかでいくつもの斬新な表現を生み出した。彼の力量は絵を簡略化して分かりや
すく描くだけにとどまらなかった。ブッシュはしぼしぼ対象をおおげさに，誇張して表現してみせ
た。例えぽ図6（S，　400．401）に挙げた『写真への敬意』（Ehre　dem　Fotografen）はどうだろうか。
　左の図は写真を撮影するときの微妙な距離感がよく表れている。また下図は，一枚の写真を撮るの
に長い時間がかかるために生じてしまうプレが滑稽に描かれている。ブッシュは写真というものを，
あまり評価してなかった。ここで彼はおおげさな描写を使って写真をひどく滑稽に見せている。この
ような誇張表現はブッシュの得意とするところだった。その度合いが強けれぽ強いほど，おもしろさ
は増し，対象は滑稽でくだらないものになってゆく。ブッシュほどの表現力を持ちあわせていた者
und　neue　Zyl｛nder．
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は，それまでの『フリーゲソデ・ブレッター』には見受けられない。彼の前衛的とも言える描写は，
当時の読者にとってきわめて新鮮だったにちがいない。
　ブラウソ・ウント・シュナイダー社が『フリーゲンデ・ブレッター』に載った作品を，しぼしぼミ
ュンヘンー枚絵として出版していたことはすでに述べた。もともと1844年に創られたこの出版社の
歴史は，ミュンヘンー枚絵の出版から始まったものだった。一枚絵は値段が安く，内容も子供から大
人まで楽しめるものだったので，19世紀のドイツ市民のあいだでたいへんな人気を呼んだ。ブラウ
ン・ウソト・シュナイダー社のミュンヘンー枚絵は，先に広まっていた北ドイツのノイルピンー枚絵
と肩を並べるまでに発展した。ブッシュによるミュンヘンー枚絵は，もともと一枚絵のために描かれ
たものもあったが，まず『フリーゲソデ・ブレッター』に掲載され，その後ミュンヘンー枚絵として
出版される場合が多かった。たとえぽブヅシュが描いたミュンヘソー枚絵のなかで，もっとも人気を
博した1868年発行の『名人芸』（Der　Virtuos）（図7，　S．289～291）は，すでに1865年に『フリーゲ
ンデ・ブレッター』に掲載されたものだった。この絵物語のなかにはブッシュの技術の粋が凝縮され
ている。・ピアニストの弾き方は曲想にあわせて，優雅にときにはまるで狂ったように豊かに変化す
る。そして隣の男もまたくるくると表情を激しく変える。そこからこの名人芸のすさまじさが伝わっ
てくる。そしてなにより，読者の笑いを誘わずにいられない。この一枚絵は1912年までに，ドイツ
で35版を重ねた。最終的にブッシュの一枚絵の発行総数は535万5千部にまで達したという。しかし
前に書いたように，『フリーゲンデ・ブレッター』に一度載った作品が，ミュンヘンー枚絵に作り替
えられて飛ぶように売れたところでブッシュの懐が暖かくなるわけでもなかった。当時の出版社は作
家に改めて原稿料や著作権料を支払う義務はなかったからだ。
　しかし裏を返してみれば，ミュンヘンー枚絵と『フリーゲンデ・ブレッター』の両方に利用できる
作品は出版社にとって都合が良かったので，作家が原稿を売り込むさいに大事なセールスポイソトに
もなるはずだ。ブッシュも自分の作品が『フリーゲンデ・ブレッター』にも，ミュンヘンー枚絵にも
使われることはちゃんと心得ていた。例えぽ『マックスとモーリッツ』をリヒター出版社で断られた
あとで，ブラウン・ウント・シュナイダー社に送ったときに「わたしはあなたにマックスとモーリッ
ツの物語をお送りします。この話を利益と，そして自身の楽しみのために美しく色をつけてみまし
た。この作品を手にとって，あちらこちらでわずかにほほ笑んでいただけることを願っています。わ
たしはこの話は子供が主役のちょっとした叙事詩として，ひょっとするとフリーゲンデ・ブレッター
のいく号かに，また，適当にテキストを変えれぽ一枚絵にも使えると考えたのですが」8と書き添え
ている。
　さらにこの二重の使用法がもつ利点についてもうひとつ言えることがある。『フリーゲソデ・ブレ
ッター』に載ったブッシュの作品のなかでも，とりわけ秀作が選び抜かれ，ミュンヘンー枚絵に姿を
改めて再び印刷され，さらに幅広い読者を獲得した。つまり，このようなミュンヘンー枚絵への再利
用は収入という点ではブッシュになにももたらさなかったものの，彼の絵物語をより一層広める役目
を果たしたのだ。
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　ブッシュがrフリーゲソデ・ブレッター』から離れて二十年以上が過ぎた1894年，ある者はブッ
シュと会話したことを手紙に書き記している。話題はあの風刺雑誌に及んだ。「彼自身（ブッシュ）
も仕事をしていた『フリーゲンデ・ブレッター』について彼は重く考えていなかった。あれは世界中
ではき集められた麦わらだよ，と彼は言っていた。」9この言葉を完全に理解することは今となっては
難しい。しかしブッシュがこの風刺雑誌についてまるで吐き捨てるように言ったことは分かる。確か
に彼は『フリーゲンデ・ブレッター』で安い賃金で大量の作品を描かされた。それはブッシュにとっ
て苦い経験だったかもしれない。しかしブッシュが絵物語として成長し，技量を高めるのにこの雑誌
がひじょうに大きな役目を担ったことはまちがいない。『フリーゲンデ・ブレッター』があってはじ
めて，ヴィルヘルム・ブッシュは絵物語作家として大成することができたのである。
注
　図にはWilhelm　Busch，　samtliche　Werke　1．　Hg．　von　Rolf　Hochhuth．　MUnchen　1982．を使用し，そこにページ数
を示した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・
1）Wilhelm　Busch，　samtliche　Briefe．　Bd．1．　Hg．　von　Friedrich　Bohne．　Hannover　1968．　S．34．
2）Gert　Ueding：Wilhelm　Busch．　Frankfurt　am　Main　1977．　S．188，
3）Wilhelm　Busch，　stimtliche　Werke　II。　Hg．　von　Rolf　Hochhuth．　MUnchen　1982．　S、21．
4）Wilhelm　Busch，　samtliche　Briefe。　Bd．　L　a．a．0。，　S．66．
5）Fridrich　Bohne：Wilhelm　Busch．　ZUrich　1958．　S．58．
6）Joseph　Kraus：Wilhelm　Busch．　Hamburg　1970．　S．38．
7）Wilhelm　Busch：Gesamtausgabe．　Hg．　von　Otto　N61edeke．　MUnchen　1982．　S．430．
8）Wilhelm　Busch，　samtliche　Briefe．　Bd．1．　a．a．0．，　S。32．
9）Wilhelm　Busch　Jahrbuch　1974．　S．58．
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Die．Fliegenden．BtCttter　und　Wilhelm　Busch
Mie　Homan
　　Wilhelm　Busch　hat　ein　ber且hmtes　Bilderbuch　geschaffen：ル1αx　undル伽’tz（1865）．　Er　arbeitete
zuerst　bei　den　Fliegenden　Bldttern（1844～1944）．
　　Diese　illustrierte　Zeitschrift　wurde　bei　Braun＆Schneider　Verlag　in　MUnchen　herausgegeben，　Die
Wochenzeitschrift　war　satirisch　und　drollig，　daher　sehr　beliebt　bei　den　damaligen　deutschen　Bttrgern．
　　1854　studierte　Busch　in　Mtinchen，　wo　er　Mitglied　der　kttnstlerischen　Gesellschaft‘‘Jung　MUnchen”
wurde．　In　der　Gruppe　lernte　er　Kaspar　Braun　kennen，　der　Verleger　von　den　Fliegenden　Bldttern　war．
Er　entdeckte　die　hohen　Fahigkeiten　von　Busch　und　bot　ihm　die　Mitarbeit　an．1859　erschlen　das　erste
Werk　von　Busch　in　der　Zeitschrift．
　　Seine　Zeichnungen　wurden　bald　sehr　popular，　was　aber　dem　Zeichner　kein　geb廿hrendes　Geld　ein－
brachte．1871　entfernte　sich　Busch　wieder　von　den　Fliegenden　Bldttern．
　　Busch　illustierte　oft　anfangs　Manuskripte　anderer　Autoren，　und　spater　machte　er　alles：Er　zeichnete
nicht　rlur　Bilder，　sondern　schrieb　auch　Texte　dazu，
　　Er　zeichnete　einfach　mit　knappen　Strichen．　Alle　Leser　k6nnen　seine　Bilderbogen　leicht　verstehen，
obgleich　dazu　nur　wenige　oder　gar　keine　Worte　geschrieben　stehen．
　　Seine　Darstellungsform　k6nnte　man　wohl　als‘‘avantgardistisc”bezeichnen，　und　seine　abertriebe－
nen　Zeichnungen　sehen　sehr　drollig　und　komisch　aus．
　　Ausgewahlte　Werke　von　ihm　aus　den　Fliegenden　Bldttern　wurden　spater　alsルMnchner　Bildeア∂（）gen，
Bildergeschichten　s亡ehend　aus　einem　Blatt，　oft　erneut　ver6ffentlicht．　Der　Bilderbogen　war　interessant
und　kostete　nicht　viel，　wurde　daher　sehr　gut　verkauft．　Busch　geh6rte　auch　zu　den　besten　Zeichnern　der
Mtinchner　Bilderbogen．　Der　Bilderbogen　1）er　Virtuose（1868）fand　besonders　guten　Absatz，　er　war
vorher　schon　1865　in　den　Fliegei¢den」Bldttern　erschienen．
　　Wilhelm　Busch　hat　in　dieser　Zeitschrift　seine　KUnste　zur　BIUte　gebracht．　Die　Fliegenden　Bldtter　tru－
gen　viel　dazu　bei，　da且sich　Busch　zu　einem　hervorragenden　Bildergeschichtenzeichner　entwickelte．
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